
由利本荘市総合計画（新創造ビジョン）

連携 下支え

デジタル化推進計画・デジタル化推進本部

由利本荘市デジタル化推進計画
（兼 由利本荘市官民データ活用推進計画）
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【市民サービスの向上】
・キャッシュレス決済の導入、行政手続きのオンライン化、
・マイナンバーカードの利活用等

【情報発信の強化】
・アクセシビリティ改善、多角的な情報発信の充実、
・オープンデータの拡充 等

【業務効率化】
・情報システムの標準化・共通化、
・AI・RPA（業務自動化）促進、テレワーク推進 等

【安心・安全対策】
・国・県と連携したセキュリティクラウドの導入、
・公共施設のデジタル化、防災・危機管理対策 等

【人材の育成】
・人材育成を考慮した施策の実施、
・効果的な研修の実施 等

【地域活性化】
・地域社会のデジタルディバイド解消、
・学校・教育現場でのICT利活用、地域産業支援 等

（１）趣旨（推進の方針）
あらゆる市政において、市民の利便性を向上させると共に業務効率化を図る検討を行い、社会の変化や
諸課題に対応できる変革を行うためのデジタル化を進める。

（２）視点
・利用者の選択肢拡大と利便性向上
・長期的な視点でのコスト削減
・安心・安全なまちづくり
・満足度、幸福度の向上

（３）施策の柱

由利本荘市デジタル化推進計画（素案）概要
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由利本荘市デジタル化推進計画（素案）概要

【主な施策例】

● キャッシュレス決済の導入、主要31手続の電子申請導入、
マイナンバーカードを活用した住民票発行等の手続をオンライン＋郵送のみで完結する仕組みの導入、
粗大ごみの戸別収集申し込み・決済のオンライン化、給付金事業をマイナンバーカード連携で振込する施策 等

● LINEによるプッシュ型情報発信システムの運用による必要情報の発信強化
移住・定住応援、子育て支援、産業活性化、空き家情報などに係る発信情報の拡充 等

● 情報システムの統一・標準化、生活保護ケースのデジタル化、タブレット端末によるケースワーク効率化
辞令書の電子化、職員入退出管理の電子化、職員証の電子化 等

● 国・県と連携したセキュリティクラウドの導入、公共施設のデジタル化 等

● 電子図書館機能実装、歴史文化史跡のデジタル実装、Web美術館開設、文化資源のデジタル化
市コミュニティバスにおけるオンデマンド交通等の実装、検診予約へのデジタル活用、
スマート農業、スマート林業の推進 等


